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（注意） 
１．問題冊子（表紙を含む）は２枚です。 
２．問題冊子は指示があるまで開かないで下さい。 
３．問題冊子と下書き用紙は持ち帰って下さい。 
４．解答は、鉛筆、シャープペンシル、ペン、ボールペンのいずれで記入しても

構いません。 
５．解答にあたっては、どの問題から解答しても構いません。ただし、どの問題

についての解答であるのかを答案中に明示してください。 
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以下の問題について解答しなさい。 

 
問題１（１５点） 
次の事例を読み、［問い］に答えなさい。 
 
Ｘ社（非公開会社、取締役会設置会社）の発行済株式（合計１００株）は、

Ａが３０株、Ｂが４０株、Ｃが３０株を保有していた。ＡはＸ社の代表取締役

であり、Ｂ・ＣがＸ社の取締役である。 
  Ａ・Ｂ・Ｃは友人関係にあったが、Ｘ社の経営をめぐってＡ・Ｂが対立する

ようになった。Ａは、Ｃを自分の味方にするべく、Ｘ社の株式を５０株発行す

る話を持ちかけた。Ｃは、Ｘ社の支配権取得を喜び、Ａの提案に乗ることとし

た。 
  Ａは、株主総会も取締役会も開くことなく、Ｘ社代表取締役としてＣに対し

て５０株の株式発行を行い（以下、「本件株式発行」という。）、ＣはＸ社株式

５０株の対価をＸ社に支払った。なお株式価格は公正な金額であった。 
  
［問い］ 

後日、本件株式発行の事実を知ったＢは、本件株式発行の効力を争いたいと

考えているが可能か、請求の方法とその見通しについて、判例をふまえて論じ

なさい。 
  
問題２（１０点） 

株主は、善管注意義務（会社法３３０条・民法６４４条）・忠実義務（会社

法３５５条）違反を理由として、取締役の行為の差止めを請求する（会社法３

６０条）ことができるか。結論と理由を８行程度で述べなさい。 
 なお、結論がどちらでも配点は変わらないが、結論のみを述べる答案には点

を与えない。 
 


